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◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
５

月
０

２
日

(
木

)
 
～

０
４

日
(
土
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◇
参

加
者

；
２

日
 

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

畑
林

秀
味

、
畑

林
清

子
、

 

大
江

徳
子

、
中

川
冶

平
、

志
岐

 
敬

、
山

本
直

子
、

 

梶
野

照
雄

。
 

３
日

 
志

岐
 
敬

、
山

本
直

子
、

岡
崎

謙
一

、
片

山
久

晴
。

 

４
日

 
志

岐
 
敬

、
山

本
直

子
、

岡
崎

謙
一

、
片

山
久

晴
、

 

 
 

 
川

島
 
功

、
生

熊
敏

男
、

乾
 
克

己
、

山
口

泰
宏

、
 
 

 
 

 
野

崎
 
肇

、
沖

﨑
吉

信
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参

加
者

１
６

名
、

延
２

４
名

。
 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
２２ ２２
日日 日日
(( ((
木木 木木
)) )) 

晴
 
 

 
( 来

宿
者

26名
・

テ
ン

ト
２

張
) 

    
    

    

モ
ノ

レ
ー

ル
下

り
て

来
る

 
荷

上
げ

の
缶

ビ
ー

ル
や

食
材

 
 
第

二
ベ

ン
チ

上
で

 

 

８
時

30分
、

近
鉄

・
下

市
口

駅
で

、
梶

野
車

に
志

岐
、

山
本

が
合

流
し

、
 

モ
ノ

レ
ー

ル
下

に

10時

30分
到

着
。

 

沖
崎

さ
ん

が
迎

え
に

モ
ノ

レ
ー

ル
で

下
り

来
て

く
れ

る
。
ビ

ー
ル

３
ケ

ー

ス
と

ト
イ

レ
ロ

ー
ル

紙
等

を
荷

上
げ

。
ま

た
、
新

宮
か

ら
六

田
ま

で
順

峯
奥

駈
縦

走
す

る
青

木
さ

ん
か

ら
、
２

日
夕

食
･
３

日
朝

食
･
３

日
昼

食
を

タ
ッ

プ

り
賄

っ
て

と
の

要
請

が
あ

り
、
志

岐
が

昔
懐

か
し

い
キ

ス
リ

ン
グ

で
荷

上
げ

す
る

。
 

11時
半

に
小

屋
到

着
後

、
沖

﨑
さ

ん
か

ら
小

屋
当

番
の

引
き

継
ぎ

を
受

け

る
。

ビ
ー

ル
、

コ
ー

ラ
、

お
茶

販
売

用
の

釣
り

銭
を

預
か

る
。

 

昼
食

後
、
志

岐
さ

ん
水

汲
み

へ
。
小

屋
を

通
過

す
る

登
山

者
か

ら
、
コ

ー

ラ
や

飲
み

物
を

分
け

て
ほ

し
い

と
求

め
る

声
が

多
か

っ
た

が
、
コ

ー
ラ

は
既

に
売

り
切

れ
で

、
梶

野
さ

ん
が

夕
方

降
り

て
、
再

度
コ

ー
ラ

と
ガ

ソ
リ

ン
を

荷
上

げ
し

て
く

れ
た

。
 

15時
前

く
ら

い
か

ら
今

夜
、
小

屋
泊

ま
り

の
人

た
ち

が
、
到

着
し

始
め

る
。

29日
に

吉
野

を
出

発
し

て
歩

き
出

し
た

人
が

多
く

、
雨

に
濡

れ
た

テ
ン

ト
を

干
す

人
も

あ
っ

た
。

早
く

着
い

た
２

人
に

は
水

汲
み

を
体

験
し

て
も

ら
う

。
 

15時
頃

か
ら

、
青

木
さ

ん
か

ら
依

頼
さ

れ
て

い
た

夕
食

準
備

に
取

り
か

か

る
。

５
合

炊
き

の
電

気
炊

飯
器

を
持

参
( 荷

上
げ

は
沖

崎
さ

ん
) し

た
が

、
管

理
棟

の
ガ

ス
炊

飯
器

を
試

し
て

み
た

。
や

や
芯

が
残

る
き

ら
い

が
あ

り
、
長

め
に

米
を

漬
け

込
ん
だ

方
が
よ

さ
そ

う
だ

。
 

17時
く

ら
い

か
ら
薪

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
始

め
た

。

18時
く

ら
い

に

は
、

小
屋

は

20人
を
超

え
て

、
だ

ん
だ

ん
満
員
状
態

に
。

 

18時
く

ら
い

か
ら

、
宿

泊
の

み
な

さ
ん

が
食
事

を
し
だ

し
た

時
に

、
畑

林
さ

ん
差

し
入

れ
の

ま
ぐ
ろ

の
カ
マ

と
剥

き
身

( せ
せ

り
) を

、
宿

泊
者

の
み

な
さ

ん
と

分
け

て
あ

っ
て

い
た
だ

い
た

。
ま

ぐ
ろ

の
カ
マ

は
、
炭
火

で
焼

く
。

小
屋

泊
ま

り
の

方
々

は
、
大

い
に
喜
ば

れ
て

い
た

。
ま

た
、
夕

食
に

す
じ
肉

カ
レ

ー
を

た
く

さ
ん

炊
い

た
の

で
、
こ

れ
も

み
な

さ
ん

に
振

る
舞

っ
た

。
 

梶
野

さ
ん

は

18時
半

く
ら

い
に

下
山

。
 

夜
は

、
発
泡
酒

が
よ

く
売

れ
て

、
発
泡
酒

も
残

り
わ
ず

か
と
な

る
。

 

日
が
暮

れ
て

か
ら

の
到

着
者

も
数

人
あ

り
、
最
終

の
到

着
者

は

19時

30

分
を

ま
わ

っ
て

い
た

。

20時
に

小
屋

を
消
灯

。
 

志
岐

、
山

本
、

青
木

、
坂

田
さ

ん
は

、
管

理
棟

で
就
寝

。
 

 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
３３ ３３
日日 日日
(( ((
火火 火火
)) ))     
快

晴
、

16時
頃

か
ら
雷

雨
・
ヒ
ョ
ウ

の
ち

晴
 

（
来

泊
者

27人
 

テ
ン

ト
１

張
）

 

早
い

も
の

は
４

時
位

か
ら

出
発

。
朝

、
志

岐
さ

ん
が

４
時

に
薪

ス
ト

ー
ブ

に
 

火
を
入

れ
に
行

く
。
昨
晩

か
ら

の
宿

泊
者

は
、
７

時
半

に
は
全
員

が
出

発
。

 



 2 

 
 

 

２
日

夜
・

宿
内

の
状

況
 

 
 

３
日

朝
の

様
子

 
 

 
 

 
 

朝
焼

け
 

 
 

 
 

朝
食

後
、

小
屋
内
外

の
清
掃

、
ト

イ
レ

清
掃

、
ゴ
ミ
焼
却
な
ど

を
済

ま
せ

 

る
。
昨

日
か

ら
今

朝
方

に
か

け
て

、
水

を
分

け
て
欲

し
い

と
い

う
要
望

が
多

く
、

汲
み
置

き
の

タ
ン
ク

が
３
つ

を
残

し
て
カ

ラ
に
な

っ
て

い
た

の
で

、
志

岐
が

水
汲

み
に
行

く
。

 

９
時

く
ら

い
か

ら
、

小
屋

で
休
憩

を
し

て
行

く
人

が
到

着
し

始
め

る
。
こ

 

の
人

た
ち

も
、

み
ん
な

コ
ー

ラ
を

売
っ

て
欲

し
い

と
い

う
要
望

が
あ

り
、

昼

く
ら

い
に

は
、
昨

夕
、

梶
野

さ
ん

が
荷
揚

げ
し

て
く

れ
た

コ
ー

ラ
が
無

く
な

る
。

発
泡
酒

も
時
々

求
め

ら
れ

る
。

 

昼
過

ぎ
に

小
屋

を
通

過
す

る
青

年
が

、
休
憩

の
時
「
膝

を
痛

め
た
」

と
訴

 

え
る

。
笠
捨

山
を
目
指

す
も
先

に
行

け
る

か
不
安
だ

と
い

う
の

で
、
無

理
を

し
な

い
よ

う
声

か
け

を
す

る
。

一
旦

は
、

出
発

す
る

が
す

ぐ
に

引
き
返

し
て

来
た

の
で

、
浦
向

に
下

り
る
道

を
説
明

す
る

。
家
族

に
浦
向

に
迎

え
に

来
て

も
ら

う
よ

う
に
連
絡

し
て

い
た

。
 

14時
く

ら
い

に
、
体

験
参

加
の

生
駒

市
の

岡
崎
氏

と
奈
良

市
の

片
山
氏

が

到
着

。
 

小
屋

の
周

り
を
案
内

し
、
志

岐
さ

ん
と

一
緒

に
水

汲
み

に
行

っ
て

も
ら

う
。
 

14時
く

ら
い

に
、
若

者
３

人
の

グ
ル

ー
プ

が
到

着
。
２

泊
３

日
で

奥
駈
道

 

を
歩

く
と

い
う

。
ま
だ

ま
だ
元

気
が

あ
り
そ

う
な

の
で

、
水

汲
み

を
お
願

い

す
る

。
そ

の
後

も
、

早
く

着
い

た
若

者
数

人
に

、
水

汲
み

を
お
願

い
し

、
夕

方
近

く
に

は
、

水
ポ

リ
タ

ン
ク

が
す
べ

て
満

タ
ン

と
な

っ
た

。
 

16時
過

ぎ
に
急

に
空

が
暗

く
な

り
始

め
た

と
思

っ
た

ら
、
落
雷

と
と

も
に

、

ヒ
ョ
ウ

が
激

し
く

降
り

始
め

、

17時
前

に
は

雨
に

か
わ

り
、
急

に
気
温

が
下

が
り

始
め

る
。

夜

19時
半

に
は

気
温

が
１

度
ま

で
下

が
っ

た
。

 

こ
の

日
も

、
日

が
暮

れ
て

か
ら

の
来

宿
者

が
次
々

に
あ

り
、
予
約

を
含

め

て
満
員
状
態

に
な

っ
た

。
 

最
終

は
、

20時
頃

に
来

ら
れ

た
男
性

。
疲
労
困
憊
状
態

で
、
食
事

も
飲

み

物
も

受
け
付

け
な

い
状
態

で
、
と

り
あ

え
ず

志
岐

さ
ん

が
ザ

ッ
ク

を
運
び
入

れ
、
寝
床

を
作

っ
て
休

ま
せ

る
。

 

こ
の

日
も

20時
消
灯

。
と
言

っ
て

も
発

電
機

が
朝

か
ら
動

か
ず

、
電

気
も

 

L
E

D
も

ま
っ

た
く
使

え
な

か
っ

た
の

で
、
日
暮

れ
と

と
も

に
薪

ス
ト

ー
ブ

と

各
自

の
ヘ

ッ
ド

ラ
ン

プ
の
灯

り
の

み
と
な

っ
た

。
 

志
岐

、
山

本
、

岡
崎

、
片

山
は

、
管

理
棟

で
し
ば

し
歓
談

し
就
寝

。
 

 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
４４ ４４
日日 日日
(( ((
土土 土土
)) )) 

晴
 
（

来
宿

者
９

名
 

テ
ン

ト
４

張
）

 

翌
朝

４
日

も
、
４

時
頃

に
薪

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
に
行

き
、
出

発
す

る

人
た

ち
を
送

り
出

す
。
昨
晩

、
疲
労
困
憊

で
到

着
し

た
男
性

は
、
結
局

８
時

半
頃

ま
で
起

き
ら

れ
ず

、
よ

う
や

く
起

き
る
こ

と
が

で
き

て
、
「
こ

れ
か

ら

玉
置
神
社

ま
で

を
目
指

す
」

と
い

う
が

、
と

て
も
そ

ん
な
状
態

で
は
な

い
様

子
か

ら
、

志
岐

さ
ん

が
今

日
下

山
す

る
岡

崎
・

片
山
両
氏

と
一
緒

に
下

山
す

る
こ

と
を
説
得

し
、

下
山

す
る
こ

と
に
な

っ
た

。
 

み
ん
な

で
毛
布

の
た

た
み

直
し

、
小

屋
内
外

の
清
掃

と
ト

イ
レ

清
掃

、
ご

み
焼
却
な
ど

を
行

う
。
こ

の
日

も
小

屋
を

通
過

す
る

人
達

か
ら

、
コ

ー
ラ

や

お
茶

の
販

売
を

求
め

ら
れ

る
。

 

こ
の

日
は

、
川

島
、

生
熊

、
乾

・
山

口
、

野
崎

さ
ん

と
日
帰

り
の

沖
崎

、

梶
野

さ
ん
達

が
上

が
っ

て
く

る
予
定

に
な

っ
て

い
た

の
で

、
朝

の
う

ち
に

、

岡
崎

、
片

山
、

山
本

の
３

人
で

、
行
仙
岳

の
頂

上
に

出
か

け
た

。
 

み
な

さ
ん

が
到

着
後

、
男
性
陣

は
作
業

に
出

か
け

る
。
こ

の
日

も

21世
紀

の
森

や
玉
置
神
社

を
め
ざ

し
て

歩
く

方
、

多
数

お
ら

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
志

岐
、

山
本

。
写
真

；
志

岐
)  

 


